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ビックデータの管理における新しい企業システムの構築は、部品番号、担当者とラインの⽇
時管理、流通管理などにおいて、新しい製品のアフターケアや、責任体制の構築を提案でき
るものである。 
 
また⾃動化された作表の作成など新しい企業 IT システムにおける経営体制は、より優れた
⽣産性への転換を実現できるものである。 
 
これらは新たな顧客管理やアフターケアを提案できるものであり、より厳しい製品の品質
管理の構築を⾏うものである。 
 
これらビックデータにおける企業経営を⾃動化されたデータ管理システムの構築を⾏うも
のであり、市場と消費者データの管理における適時適切な製品投⼊や⽣産コントロールな
どを新たに実現できるものである。 
 
これらは企業経営を新たな IT システムの運⽤と構築において新しい現実における企業経営
への転換を実現できることを意味するものである。これらは企業の新たな可能性であり、新
しい段階への企業経営の移⾏であると考える。 
 
これらは企業経営それ⾃体がシステム化における運営へ転換することであり、それらがよ
り優れた製品管理、顧客サービス、作業環境の構築を提案できるものである。 
 
これら新たな企業システムへの転換と構築は、製品とサービスの開発という新たしい企業
の現実を新たに実現できるものであり、また企業経営の転換は新しい伊製品とサービスの
構築に多ける次世代や未来という独創性という現実への参加を⾏うものなのである。 
 
これらは経営における新しいアイディアやコンセンサスの形成において、企業経営の転換
と時代先端性への到達における新しい企業の可能性の実現を⾏うものである。 
 
これら新規システムは、新しいコンセンサスとともに企業を新たにする事ができるのであ
る。 


